
データの収集・加工・保管 

２０１５年度総合系ゼミナール 

第３回 



• 医薬品情報の種類 

• ソフトウェアの利用 

• データの収集 

• データの加工・保管 

• データベースの作成 

• データベースの公開 

ゼミナールの予定 

10月16日（金） 
10月19日（月） 
10月20日（火） 
10月27日（月） 
10月29日（木） 
１１月9日（月） 



日本薬局方 

• 日本薬局方 

 http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iya

ku/yakkyoku/ 

• 第十六改正日本薬局方 

  http://jpdb.nihs.go.jp/jp16/ 

   

厚生労働省 



医薬品名称データベース 

• 日本医薬品一般名称データベース 

  http://moldb.nihs.go.jp/jan/ 
 

• 第十六改正日本薬局方 名称データベース 

  http://jpdb.nihs.go.jp/jp/ 

 

国立医薬品食品衛生研究所  



医薬品情報サイト 

• 医薬品医療機器情報提供ホームページ 

  http://www.info.pmda.go.jp/ 

• 日本医薬情報センター iyakuSearch 

  http://database.japic.or.jp/ 

• ゲノムネットデータベース （KEGG MEDICUS） 

  http://www.genome.ad.jp/kusuri/ 

• くすりの適正使用協議会 

   http://www.rad-ar.or.jp/ 



医薬品添付文書 

• すべての医薬品に添付を義務ずけられてい
る使用説明書。 

• 各製薬企業が作成し、内容は厚労省がチェッ
ク済み。 

• PDF形式のものが便利ではあるが、正式なも
のは紙媒体。 

• 各製薬企業において電子化したものを医薬
品機構（PMDA）のサイトで公開している。 

• 日本医薬情報センター（JAPIC）も独自に
データベース化し、公開している。 



添付文書データベース 

• 本学DRCのデータベース 

  http://www.drc.toyaku.ac.jp/ 

 



インタビューフォーム 

• 医薬品の情報が詳細に記載されている。 

• 日本病院薬剤師会が記載項目を決め、製薬
会社に作成を依頼している。 

• 添付文書より詳しい情報が得られる。 

• 各製薬会社のサイトで公開している。 

• ほとんどがPDF形式のファイル。 

• 改訂頻度は少ない。 

ナビゲーションサイト （くすりの泉）の検索手順ガイドを
活用すると便利です。 



ファイルの取得 

• FTPサイトから 

–減少傾向 

 

• Webサイトから 

–増加中 

 

• CD-ROM、DVD-ROM 

• テキストファイル 

ｔｘｔ、csv、xml、sgml 

• Excelファイル 

• PDFファイル 



ナビゲーションサイト （くすりの泉） 
http://www.kusuri-izumi.info/ 

ID: 

Password: 



ナビゲーション画面 

① ② 
③ 

① 医薬品名を入力し検索 

② 製品を選択 

③ 製薬会社のサイトへ移行 

④ インタビューフォームを探す 

④ 


